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平成２５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

① 研究開発課題  

「 な の 」の と や な の ╩ して 「 な 」╩ する

の ╩ る の  

② 研究開発の概要  

「 な 」╩ する ה ╩ するための ╩ する。 と な

╩ え 「 な の 」╩ する ╩ し られた ╩ く させるため

の ╩ える。そのために の の ╩ う。 

「 な の 」╩ する ה の  

╩ むⱪ꜡◓ꜝⱶの  

な ╩ し 「 な 」╩ するための◌ꜞ◐ꜙꜝⱶの  

③ 平成２５年度実施規模  

600 ╩ とする。 にはSS◖כ☻ ◒ꜝ☻ 40 × ◒ꜝ☻ ╩

し においては☻כ◖ に ╩ いた ╩ する。また の 360

との も う。 

④ 研究開発内容  

○研究計画 

ア 「科学的な知の体系」を習得する教育内容・方法の開発 

▪ への ה ╩ め の ╩ うⱪ꜡◓ꜝⱶの  

▬ の ה の の ╩ る ה の  

► な び ╩ てる ה の  

イ 国際的視野を育むプログラムの開発 

◄ に する ╩ め と する ╩ むⱪ꜡◓ꜝⱶの  

○ で できる に な◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛ fi の ╩めざした ה ꜡ⱪה ◓ ⱶꜝの  

ウ 高度な倫理観を涵養し，「持続可能な社会」を先導するためのカリキュラム開発 

◌ な ╩ する ה の  

◐ 「 な 」╩ する ╩ するESD ה の  

ה  

▪( )ⱨ꜡fi♥▫▪◘▬◄fi☻ ◘▬◄fi☻ⱪ꜡☺▼◒♩♠▪כについてはこ

れまでの から られた と ╩ し する。 

( )「 の Ⅰ」では の ﬞ に って する。 に ה に する

と について する。 

( )「 の Ⅱ」および 「 」では が した ﬞ に

って する。 は に づけ する。 

▬( ) は ╩ し する。  

( ) 「 」では ﬞ ╩ し ╩ し する。 

►( )「 と 」では LHRの ╩ い の ╩ う。「 の 」

では による ﬞ に って する。 に ╩ う。 

( )「ESD 」では これまでの と ╩ まえ の に じた ה ╩ し す

る。「ESD 」

「



▬( ) は ╩ し する。 

( ) 「 」は ﬞ に って する。 

►( )「 と 」では LHRの ╩ て する。「 の 」では が した ﬞ

に って する 

( )「ESD 」では の と ╩ まえ の に じた ה に ╩ え

する。「ESD 」では と したESD の ╩ し する。「ESD 」では

の ﬞ に って する。 

ה  

▪( )ⱨ꜡fi♥▫▪◘▬◄fi☻ ◘▬◄fi☻ⱪ꜡☺▼◒♩♠▪כについてはそ

れぞれの のねらいと の に し する。 

( )「 の Ⅰ」では の と ╩ まえ ╩ う。 

( )「 の Ⅱ」 「 」では が した ﬞ に って

する。 は に づけ し する。 

▬( ) は ╩ し の ╩ う。 

( ) 「 」は ﬞ に って し ╩ う。 

►( )「 と 」では これまでの と ╩ まえ ╩ う。 「 の 」では

が した ﬞ に って する。 

( )「ESD 」では の と ╩ まえ の に じた ה ╩ すると

に ╩ う。「



╩ する。「 」 の として な の において「ESD 」 ╩ する。この

は「 な 」の に けて に と に ╦る ╩ に するために である。 
 
○平成25年度の教育課程の内容 

 24 の の SS◖כ☻に し な の ╩ いて「 」 ╩

する。 24 の の に し な の ╩ いて「ESD 」 ╩

する。これらの は の の として した「 な の 」の の な

の と「 な 」╩ する の ╩より に するために な である。 
 
○具体的な研究事項・活動内容 

▪( )ⱨ꜡fi♥▫▪◘▬◄fi☻ は も について した。◘▬◄fi☻ⱪ꜡☺▼◒♩♠

についてはכ▪ への ╩ した。 

( )「 の Ⅰ」では ともに ה の および ╩ した ╩

し した。 

( )「 の Ⅱ」 「 」は ﬞ に って した。 は の

の ◖fi♥☻♩や で ╩ した。 

▬( ) は との による き り ╩ した。  

( ) 「 」では ╩ し ALTとのTTによる ╩ した。また

による や ╩ った。 

►( )「 と 」では の やLHRの に み れて するとともに の ╩

し ╩ した。「 の 」では が ﬞ に って した。 

( )「ESD 」では によるꜞ꜠כ の ♦▫ⱬכ♩および ╩ った。「ESD 」では

と したESD ╩ し した。「ESD 」では が ﬞ に って した。 

⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による成果とその評価 

１ 生徒への効果 

では「② の 」 「③ ╩ する 」 「④ に ╦る への 」に する

が した。「① に する 」では が したものがあった。 の が であ

ると えられる。 SS◖כ☻は ①に しては の と に の により している

はあるものの その の② ④においては くの で が ╩ えているという꜠ⱬꜟが され

ており にSSH の が み れる が られた。ただ SS◖כ☻は の と に

のときと べて くの で が られた。また SS◖כ☻が であった と して

SS◖כ☻の が く の での が と に するかどうか する

がある。 における の ╩ うPISAの の からは すべての で くの に して

い が られた。 に でも☻כ◖ い が られていることは ◒ꜝ☻╩ に で してい

る「 の Ⅱ」や「ESD 」などにおいて の や さなど╩ した であると えられる。 
 
２ 保護者への効果 

SS◖כ☻の ╩ とした の ╩ と すると「 の し

に つ った 」と「 の しに つ った 」に して『 していた』と『 があ

った』がともに くなった。また それ の でも と しても の きな は られなかっ

たことから これまでと に は の り みに しおおむね に えていると した。 
 

３ 教員への効果 

の ╩ と したところ「 の の や しい の など の ה

に つ」は の「まったくその り」と「ややその り」が した。この は の であ

る。 で 「 の の に つ」は「まったくその り」が に した。また これ

までの の ╩ すると 「まったくその り」と「ややその り」の にそれほど きな はな

く くの で い が られた。 の が く それが されていることは への が

にあった が されていると している。 
 

４ 学校体制への効果 

ⱪ꜡◓ꜝⱶごとに ╩ め さらに および にも するⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ り て

ⱪ꜡◓ꜝⱶの と に ╦る ╩ えてきた。この と が いに し に り む に

より ♃כ♦」 の がある」 「▪fi◔כ♩ の が 」などの な が られ された

╩ すること╩ して なSSH へと していく が された。 
 




